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右脳左脳チェックで自分のクセを知ろう！ 

 

なんだかうまく話が伝わらない・・・。それはもしかしたら自分と相手のコミュニケ

ーションのパターンがずれているのかも。次の２つ（指の組み方、腕の組み方）でお

互いの利き脳が簡単にわかります。自分と相手のコミュニケーションのクセを知っ

て、より伝わりやすい話し方を工夫してみましょう。 

 

 
 

 
 

【診断結果】 

右脳（直感/感覚/イメージ） 左脳（論理/分析/計算）

診断その① 左指上＝右脳で理解 右指上＝左脳で理解

情報のインプット

（理解）

診断その② 左腕上＝右脳で表現 右腕上＝左脳で表現

情報のアウトプット

（表現）

感覚的にとらえるので、図やイメージ
などで説明されると理解しやすい。

論理的にとらえるので、言葉や数字
などで説明されると理解しやすい。

直感的に説明するので、「すごくすご
かった」、のような表現になりやす
い。長嶋茂雄さんタイプ！？

論理的に説明するので、「何がどの
ようにどうだった」、のような客観
的な的確な表現が多い。

 
 

いかがでしたか？自分のクセを知り、より伝わりやすいコミュニケーションを工夫してみま

しょう☆（参考：luckybrains.zero-yen.com/kekka.htm#右脳右脳） 
 

診断①情報のインプット(理解) 

 

指を自然に組んだ時に、上に来る指はどっち？ 

左親指⇒インプットは「右脳」タイプ 

右親指⇒インプットは「左脳」タイプ 

診断②情報のアウトプット(表現) 

 

腕を自然に組んだ時に、上に来る腕はどっち？ 

左腕⇒アウトプットは「右脳」タイプ 

右腕⇒アウトプットは「左脳」タイプ 


